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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 1月 20日 (2006.1.20)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 中 空 内 部 を 有 す る 本 体 を 具 え る 舌 安 定 化 器 具 で あ っ て 、 こ の 器 具 を 使 用 者 の 舌 に 嵌 合 さ
せ る と き 、 前 記 中 空 内 部 に 使 用 者 の 舌 の 端 部 が 負 圧 に よ り 密 着 保 持 さ れ る よ う に な っ て お
り 、
　 前 記 本 体 は 、 器 具 の 中 空 内 部 へ の 開 口 を 有 す る 入 口 部 と 、 圧 迫 可 能 に 拡 張 し た 膨 大 部 で
あ っ て 、 こ の 膨 大 部 は 可 撓 性 の 壁 部 を 有 し 、 こ れ に よ り 前 記 拡 張 し た 膨 大 部 を 圧 迫 す る こ
と が で き る よ う に な っ て お り 、 器 具 を 使 用 者 の 舌 に 対 し て 使 用 す る 際 に 膨 大 部 を 釈 放 す る
と 、 器 具 を 使 用 者 の 舌 に 保 持 す る 負 圧 を 発 生 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 膨 大 部 と
を 具 え て お り 、
　

　 、 前 記 広 が っ た 膨 大 部 の 外 部 か ら 器 具 の 長 手 方 向 軸 線 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 に
突 出 し て い る 第 １ タ ブ と 、 こ の 第 １ タ ブ に 対 し て ほ ぼ 反 対 の 方 向 に 突 出 す る 第 ２ タ ブ と を
有 し て お り 、
　
　 使 用 者 の 上 側 及 び 下 側 の 唇 の
中 心 領 域 で 使 用 者 の 唇 に 、 又 は 唇 と 歯 と の 間 に 接 触 す る 位 置 と な る が 、 口 角 領 域 で 使 用 者
の 唇 上 に 又 は 唇 と 歯 と の 間 に 接 触 す る 位 置 を と ら な い よ う 成 形
　

　

　
こ と を 特 徴 と す る 舌 安 定 化 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 入 口 部 の 下 側 壁 に 切 り 込 み 部 を 設 け た 請 求 項 １ に 記 載 の 舌 安 定 化 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 タ ブ の 一 方 又 は 双 方 が 、 前 記 拡 張 し た 膨 大 部 の 内 部 と 連 通 し た 中 空 内 部 を 有 す る 請
求 項 １ に 記 載 の 舌 安 定 化 器 具 。

こ の 器 具 は 、 使 用 者 の 顔 と 掛 合 し て 、 舌 を 前 方 に 保 持 し て 使 用 者 の 気 道 を 開 放 す る よ う
補 助 し て い び き を 低 減 さ せ る 部 分 を 有 し て お り 、

こ れ ら 部 分 は

こ の 器 具 は 、 可 動 性 材 料 か ら 成 形 さ れ た 一 体 ピ ー ス の 器 具 で あ り 、
前 記 タ ブ は 、 前 記 膨 大 部 と 一 体 的 に 成 形 さ れ て お り 、 且 つ

さ れ て お り 、
前 記 入 口 部 が 、 直 径 の 小 さ な ネ ッ ク 部 に よ り 前 記 膨 大 部 に 連 結 し て お り 、 こ の 入 口 部 に

は 前 記 開 口 か ら 前 記 ネ ッ ク 部 へ の 直 径 を 減 ら し た テ ー パ が 付 け ら れ て お り 、
前 記 開 口 及 び 前 記 入 口 部 は 、 可 撓 性 で 、 且 つ 当 該 器 具 全 体 を 通 し て 大 き な 断 面 直 径 を 有

し て お り 、
こ の 器 具 の 前 記 中 空 内 部 は 、 前 記 ネ ッ ク 部 に お い て ほ ぼ ハ ー ト 型 の 断 面 形 状 を 有 す る

又 は ２



【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 タ ブ の 一 方 は 、 前 記 タ ブ の 他 方 よ り 前 記 入 口 に 近 い 、 前 記 膨 大 部 の 外 側 の 点 か ら 突
出 し て い る 請 求 項 乃 至 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 舌 安 定 化 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 タ ブ の 一 方 を 、 前 記 タ ブ の 他 方 よ り 長 く し た 請 求 項 に 記 載 の 舌 安 定 化 器 具 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 大 ま か に み る と 、 本 発 明 は 、 中 空 内 部 を 有 す る 本 体 を 具 え る 舌 安 定 化 器 具 で あ っ て 、 こ
の 器 具 を 使 用 者 の 舌 に 嵌 合 さ せ る と き 、 前 記 中 空 内 部 に 使 用 者 の 舌 の 端 部 が 負 圧 に よ り 密
着 保 持 さ れ る よ う に な っ て お り 、 前 記 本 体 は 、 器 具 の 中 空 内 部 へ の 開 口 を 有 す る 入 口 部 と
、 圧 迫 可 能 に 拡 張 し た 膨 大 部 で あ っ て 、 こ の 膨 大 部 は 可 撓 性 の 壁 部 を 有 し 、 こ れ に よ り 前
記 拡 張 し た 膨 大 部 を 圧 迫 す る こ と が で き る よ う に な っ て お り 、 器 具 を 使 用 者 の 舌 に 対 し て
使 用 す る 際 に 膨 大 部 を 釈 放 す る と 、 器 具 を 使 用 者 の 舌 に 保 持 す る 負 圧 を 発 生 す る こ と が で
き る よ う に な っ て い る 膨 大 部 と を 具 え て お り 、

、 前 記 広 が っ た 膨 大 部 の 外 部 か ら 器 具 の 長 手 方 向 軸 線 に 対 し て ほ ぼ 垂 直
に 突 出 し て い る 第 １ タ ブ と 、 こ の 第 １ タ ブ に 対 し て ほ ぼ 反 対 の 方 向 に 突 出 す る 第 ２ タ ブ と
を 有 し て お り 、

使 用 者 の 上 側 及 び 下 側 の 唇 の 中 心 領 域
で 使 用 者 の 唇 に 、 又 は 唇 と 歯 と の 間 に 接 触 す る 位 置 と な る が 、 口 角 領 域 で 使 用 者 の 唇 上 に
又 は 唇 と 歯 と の 間 に 接 触 す る 位 置 を と ら な い よ う 成 形

こ と を 特 徴 と す る 舌 安 定 化 器 具 で
あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 器 具 の 中 空 内 部 は 、 図 ４ に 示 す よ う に ネ ッ ク 部 ４ に お い て ハ ー ト 型 の 断 面 を 有
す る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 切 り 込 み ７ を 器 具 に 形 成 し 、 使 用 者 の 舌 下 膜 を 収 容 す る よ う に
す る の が 好 ま し い 。

(2) JP 2004-520084 A5 2006.3.23

１ ３

４

こ の 器 具 は 、 使 用 者 の 顔 と 掛 合 し て 、 舌 を
前 方 に 保 持 し て 使 用 者 の 気 道 を 開 放 す る よ う 補 助 し て い び き を 低 減 さ せ る 部 分 を 有 し て お
り 、 こ れ ら 部 分 は

こ の 器 具 は 、 可 動 性 材 料 か ら 成 形 さ れ た 一 体 ピ ー ス の 器 具 で あ り 、 前 記 タ
ブ は 、 前 記 膨 大 部 と 一 体 的 に 成 形 さ れ て お り 、 且 つ

さ れ て お り 、 前 記 入 口 部 が 、 直 径 の
小 さ な ネ ッ ク 部 に よ り 前 記 膨 大 部 に 連 結 し て お り 、 こ の 入 口 部 に は 前 記 開 口 か ら 前 記 ネ ッ
ク 部 へ の 直 径 を 減 ら し た テ ー パ が 付 け ら れ て お り 、 前 記 開 口 及 び 前 記 入 口 部 は 、 可 撓 性 で
、 且 つ 当 該 器 具 全 体 を 通 し て 大 き な 断 面 直 径 を 有 し て お り 、 こ の 器 具 の 前 記 中 空 内 部 は 、
前 記 ネ ッ ク 部 に お い て ほ ぼ ハ ー ト 型 の 断 面 形 状 を 有 す る
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